
島根県立矢上高等学校 PTAの実践 

                                  

１．島根県立矢上高等学校 PTA（会員数２７５名）の特徴 

  本校は県西部の中山間地に位置し、立地する邑南町内と近隣地域以外にも県内全域

や県外からの入学者が多く、約３割の生徒が寮生活を送っている学校である。そのた

め、遠方の保護者が PTA 活動に参加できる機会は限られるが、学園祭などの大きな行

事への参加や講演会へのリモート参加など、交流の場を設けるよう工夫している。 

  ＰＴＡ会長、副会長などの役員に地区代議員を加えた合計約３０名が４つの委員会

に分かれて所属して、学校側と連携しながら活動を計画し、運営している。町役場を

はじめ、地域の施設等と連携がとれており、地域活動への参加も積極的な印象が強い。 

 

２．特色ある取組 

 今年度、育成事業の指定を受け、これまで実践してきた取組を継続しつつ、新たな

取組も試みるに至った。新たな取組については今年度で活動が完了していないものも

あるが、次年度への継続、発展が期待できる活動になったと考えている。主なものは

以下の⑤点である。うち、④・⑤が例年にない新たな活動である。 

① ＰＴＡ奉仕活動 

② 学園祭模擬店 

③ ＰＴＡだより発行 

④ 「人権教育講演会」 

⑤ 石見養護学校との交流活動 

  

（１）取組の概要（ねらい）※本校の人権教育「PTA 活動」のねらい 

○保護者と生徒との交流を通して、相手を大切にする態度を育む。 

   ○地域の方々との関わりを通して、矢上高校とその地域への愛着を強める。 

 

（２）取組の詳細 

 ①ＰＴＡ奉仕活動 

ア ねらい  保護者と地域の方々や生徒が一体となって 

取り組み、協働する力や愛校心を育む。 

イ 期 日 令和７年 7 月 26 日（土） 

ウ 会 場 本校校舎周辺、グラウンド 

エ 内 容  オープンスクール前の学校周辺清掃、除草活動（約 2 時間） 

保護者と教職員、生徒ボランティア の合計 120 名が参加した。 

         

②学園祭模擬店・体育祭飲み物販売 

ア ねらい 保護者同士の交流の機会にするととも 

に、準備や運営、片付けを通して生徒 

との触れ合いを図る。 

イ 期  日  令和７年８月 29 日（金）・30 日（土） 

ウ 会 場 本校体育館ピロティ（調理は調理室） 



エ 内 容 文化祭において模擬店（カレーライス）を保護者が企画、調理して 

販売し、体育祭においては、ジュース・お茶を販売した。ともに準備 

した予定数を完売できた。 

    調理の際には保護者同士が、販売時には生徒との交流も深められた。 

 

   ③人権教育講演会（講演会聴講と事前・事後のアンケート調査実施） 

ア ねらい 生徒や保護者の人権意識の理解や向上を図る。 

イ 期  日  令和７年１０月２２日（火） 

ウ 会 場 本校体育館 

エ 内 容 広島大学ダイバーシティ＆インクルージョン推進機構の川合紀宗教 

授の「言葉の重みと人権～障害を理由とする差別を考える。～」と題

した講演に際し、事前事後のアンケートを実施して、講演前と講演後

の気づきや意識の変化について調査した。 

保護者にオンデマンドでも配信し、アンケートに回答いただいた。 

２学期末に臨時の「web版ＰＴＡだより」で結果や感想を公開した。 

 

   ④ＰＴＡだより発行 

ア ねらい ＰＴＡ活動と生徒の活躍を周知して、校内の一体感を強める。 

イ 期  日  年間２回（８月・３月）に加え、今年度は web 版を１２月に配信。 

   ウ 内 容 生徒の大会結果、PTA 研修会報告や PTA 役員の感想等を掲載した。 

       web 版ではアンケート結果と考察を掲載した。 

 

⑤石見養護学校との交流 ※今後実施の予定 

ア ねらい 保護者と生徒が異校種の生徒等との交流を通して、相手を大切に 

する態度を育む。 

イ 期  日  令和８年２月 25 日（水）・３月４日（水） 

   ウ 会 場 島根県立石見養護学校 

エ 内 容 普通科の１年生が石見養護学校との交流活動を 12 月に実施した。 

その活動を経て、３学期に保護者も一緒に活動できる場を計画し、石 

見養護学校木工班生徒の指導のもと、本校応接室の飾り棚を製作した。 

あわせて地域の方々が行っている積み木磨きに参加し、一緒に活動 

         した。この活動は次年度も継続させ、他にも企画を加えたいと考えて 

いる。 

 

（３）取組を終えて 

今年度は、例年のＰＴＡ活動を通して保護者の人権意識を高めることが中心とな 

った。特に、講演会のアンケート調査では、大部分の方が新たな気づきがあったと 

回答し、講演後のアンケートでは具体的な言葉も多く並び、人権を守るための意識 

の高まりを感じた。講演会を通して「人権」について生徒や教員、保護者が同じ方 

向を向いて考えることができた。 

次年度は、人権意識の定着や深まりを目指し、さらに、実際の行動につなげてい 

ける工夫を考え、活動計画を立てていきたいと考えている。 


